
専 門 研 修

（領 域 等）



小学校外国語教育講座－移行期における外国語活動を構想する－

内　　容

　大阪教育大学　准教授　箱﨑　雄子

   新学習指導要領について理解し、各学年の外国語教育が担うべき役割

と方向性について学ぶ。

　移行期間における、新教材を用いた外国語活動の授業を構想する。

501

受講対象
教諭（小・義・特支）

定　員 300名

講座の
ねらい

　新学習指導要領の趣旨や、求められる外
国語教育の方向性について理解し、移行期
間における外国語活動の授業を構想する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

※各校1名は必ず受講すること。

6月 7日（木）

総合的な学習の時間講座－深い学びの実践に向けて－

内　　容

　國學院大學　教授　田村　学

　総合的な学習の時間の在り方についての理解を深めるとともに、質の

高い探究的、協働的な学習に向けての方策や創意工夫あふれる授業の展

開について具体的に学ぶ。

502

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　今、求められている総合的な学習の時間
の展開について理解し、創意工夫あふれる
授業の展開を構想する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:0010月 2日（火）

道徳の授業づくり実践講座（センター）

内　　容

　四天王寺大学　准教授　杉中　康平

　「特別の教科　道徳」の特質を踏まえた授業及び評価の在り方につい

て理解し、授業づくりの基礎・基本を身に付ける。

　具体的な教材を用いて、教材研究の方法と発問構成について学ぶ。

503

受講対象
全教職員
※各校１名は、講座番号５０３～５０６のい

定　員 100名

講座の
ねらい

　「特別の教科　道徳」の充実に向け、道
徳教育の基礎・基本を学び、指導力の向上
を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

ずれかを必ず受講すること。

6月22日（金）



道徳の授業づくり実践講座（北部）

内　　容

　四天王寺大学　准教授　杉中　康平

　「特別の教科　道徳」の特質を踏まえた授業及び評価の在り方につい

て理解し、授業づくりの基礎・基本を身に付ける。

　具体的な教材を用いて、教材研究の方法と発問構成について学ぶ。

504

受講対象
全教職員
※各校１名は、講座番号５０３～５０６のい

定　員 100名

講座の
ねらい

　「特別の教科　道徳」の充実に向け、道
徳教育の基礎・基本を学び、指導力の向上
を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

ずれかを必ず受講すること。

6月29日（金）

道徳の指導力向上講座（センター）

内　　容

　立命館大学　非常勤講師　牧﨑　幸夫

　新学習指導要領の趣旨を理解し、「特別の教科　道徳」の充実に向け

た授業改善の方策を考える。

　「特別の教科　道徳」の特質を踏まえた授業と評価の在り方について

理解し、校内研修等に生かせる教材研究の方策を探る。

505

受講対象
全教職員
※各校１名は、講座番号５０３～５０６のい

定　員 100名

講座の
ねらい

　「特別の教科　道徳」の特質を踏まえた
指導の在り方を理解し、校内研修充実の方
策を考える。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

ずれかを必ず受講すること。

10月12日（金）

道徳の指導力向上講座（北部）

内　　容

　立命館大学　非常勤講師　牧﨑　幸夫

　新学習指導要領の趣旨を理解し、「特別の教科　道徳」の充実に向け

た授業改善の方策を考える。

　「特別の教科　道徳」の特質を踏まえた授業と評価の在り方について

理解し、校内研修等に生かせる教材研究の方策を探る。

506

受講対象
全教職員
※各校１名は、講座番号５０３～５０６のい

定　員 100名

講座の
ねらい

　「特別の教科　道徳」の特質を踏まえた
指導の在り方を理解し、校内研修充実の方
策を考える。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

ずれかを必ず受講すること。

10月11日（木）



道徳教育の推進講座

内　　容

　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官

　国立教育政策研究所　　　　　　　　　教育課程調査官　浅見　哲也

　新学習指導要領の趣旨と「特別の教科　道徳」の特質及び指導と評価

の在り方について理解し、課題を明確にして、道徳教育の充実に向けた

方策を学ぶ。

507

受講対象
全教職員

定　員 400名

講座の
ねらい

　新学習指導要領の趣旨を理解し、「特別
の教科　道徳」を要とした道徳教育の充実
に向けた方策について考える。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

※各校１名は必ず受講すること。

6月 1日（金）

人権教育講座Ⅰ－同和問題を考える－

内　　容

　公立鳥取環境大学 　　　　 教授

　世界人権問題研究センター  嘱託研究員    外川　正明

　同和教育が大切にしてきたことを改めて振り返り、社会科教科書を手

がかりに正しい同和問題認識をはぐくむための授業づくりについて学

ぶ。あらゆる教育活動を通した人権教育の進め方について理解を深め、

具体的な演習を通して指導方法を学ぶ。

※事務職員指定講座は、講座番号９２１で申し込むこと。

508

受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　人権教育を推進するための基本的な考え
方や人権教育の指導方法の在り方等につい
て理解を深め、的確に実践できる指導力の
向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 10:30～17:006月26日（火）

人権教育講座Ⅱ－子どもの人権問題を考える－

内　　容

　幸重社会福祉士事務所　代表　幸重　忠孝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　子どもの貧困問題に係る現状と実態を的確に把握し、課題解決に向け

た具体的な方策を学ぶ。

　研究協議等を通して、「教職員人権研修ハンドブック」の活用につい

て理解を深め、校内研修を活性化するための方法を学ぶ。

509

受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　人権教育の指導方法等の在り方について
理解を深め、主体的かつ積極的に人権教育
を推進し、校内教職員研修を活性化するた
めの実践的指導力の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 10:30～17:0010月23日（火）



生徒指導講座－学級経営力の向上を目指して－

内　　容

　国立教育政策研究所　生徒指導・進路指導研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括研究官　藤平　敦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　授業を含めた教育活動の中に、生徒指導の機能を生かすことの必要性

と具体的な手法を学ぶ。

　児童生徒理解を基に、児童生徒相互のよりよい人間関係を育てる学級

経営の在り方について学ぶ。

510

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　児童生徒一人一人の個性や人間関係を踏
まえた学級経営、ホームルーム経営の在り
方について理解を深める。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:007月13日（金）

情報モラル教育講座－子どもの考える力を引き出す指導法－

内　　容

　鳥取県教育委員会　情報教育サポーター　今度　珠美

　児童生徒を取り巻く情報社会の現状を学び、児童生徒の実態に基づい

た効果的な指導や、保護者への啓発、児童生徒とともに考える情報モラ

ル教育について理解を深める。

511

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　情報社会の特性や最新事情、情報モラル
教育の重要性を理解し、情報モラル教育の
基本的な考え方を学び、指導力の向上を図
る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 10:30～17:006月18日（月）

プログラミング教育講座ａ
－プログラミング的思考をはぐくむ授業づくり－

内　　容

　大阪電気通信大学　情報教育特任講師　大村　基将

　大阪電気通信大学　教授　　　　　　　兼宗　進

　プログラミング教育の基本的な考え方を学ぶ。

　問題解決の目的や状況に応じて、情報と情報技術を効果的に活用する

ための基本的な考え方を理解する。

512

受講対象
教諭（小・中・義・特支）

定　員 30名

講座の
ねらい

　コンピュータに意図した処理を行うよう
に指示することができることを理解させ、
児童生徒に体験させる指導方法について学
ぶ。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 10:30～17:009月12日（水）



プログラミング教育講座ｂ
－プログラミング的思考をはぐくむ授業づくり－

内　　容

　大阪電気通信大学　情報教育特任講師　大村　基将

　大阪電気通信大学　教授　　　　　　　兼宗　進

　プログラミング教育の基本的な考え方を学ぶ。

　問題解決の目的や状況に応じて、情報と情報技術を効果的に活用する

ための基本的な考え方を理解する。

513

受講対象
教諭（小・中・義・特支）

定　員 30名

講座の
ねらい

　コンピュータに意図した処理を行うよう
に指示することができることを理解させ、
児童生徒に体験させる指導方法について学
ぶ。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 10:30～17:0011月 1日（木）

京の教育「みやび」講座

内　　容

　朗読家・女優　山下　智子

　平安雅楽会

　京ことばや平安古典文学、雅楽についての講義と鑑賞を通して、京都

の歴史、伝統、文化への認識を深める。歴史、伝統、文化に関する学習

等を軸にして、カリキュラム・マネジメントを実現する視点について学

ぶ。

514

受講対象
全教職員

定　員 150名

講座の
ねらい

　京都府教育振興プランの実現に向け、京
都の歴史、伝統、文化について体験的に学
び、教科横断的な視点で効果的な学習を着
想し、実践につなげるための基盤を養う。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 13:00～17:0011月27日（火）

京の教育「ふるさと」講座Ⅰ－お茶の京都－

内　　容

　山城地域の特色ある文化財を見学し、歴史や伝統、文化を守り伝える

ことの重要性について学ぶ。京都府立山城郷土資料館の常設展及び企画

展の見学や講義、地域人材による講義を通して、山城地域の歴史と未来

について考え、地域教材の開発及び活用についての方策を考える。

515

受講対象
全教職員

定　員 30名

講座の
ねらい

　京都府立山城郷土資料館での見学、講義
等を通し、山城地域の歴史・伝統・文化へ
の認識を深め、地域人材を活用した講義を
通して「ふるさと京都」の地域教材の開
発・活用についての指導力向上を図る。

No.

会　　場 京都府立山城郷土資料館

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 13:00～17:008月21日（火）

木津川市山城町上狛千両岩



京の教育「ふるさと」講座Ⅱ－海の京都－

内　　容

　丹後地域の特色ある文化財を見学し、歴史や伝統、文化を守り伝える

ことの重要性について学ぶ。京都府立丹後郷土資料館の常設展及び企画

展の見学や講義、地域人材による講義を通して、丹後地域の歴史と未来

について考え、地域教材の開発及び活用についての方策を考える。

516

受講対象
全教職員

定　員 30名

講座の
ねらい

　京都府立丹後郷土資料館での見学、講義
等を通し、丹後地域の歴史・伝統・文化へ
の認識を深め、地域人材を活用した講義を
通して「ふるさと京都」の地域教材の開
発・活用についての指導力向上を図る。

No.

会　　場 京都府立丹後郷土資料館

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 13:00～17:008月 3日（金）

宮津市国分小字天王山６１１－１

博物館講座

内　　容

　京都文化博物館の役割と活用及び特徴的な文化財についての講義、重

要文化財である別館（旧日本銀行京都支店）、博物館の展示鑑賞、ワー

クショップ体験を通して、京都の歴史・伝統・文化への認識を深め、自

校における「伝統や文化に関する教育」につながる視点を学び、その活

用についての方策を考える。

517

受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　京都府教育振興プランの実現に向け、京
都文化博物館の見学及び鑑賞と体験を通し
て、京都の歴史・伝統・文化への認識を深
め、伝統や文化に関する学習等につなぐ視
点について学ぶ。

No.

会　　場 京都府京都文化博物館

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 平成30年 10:30～17:0011月13日（火）

中京区高倉通三条上ル

図書館教育講座
－調べ学習を支援する学習センターとしての図書館の在り方－

内　　容

　京都府立図書館職員

　京都府立図書館の取組から、図書館の学習・情報センターとしての役

割について学ぶ。

　演習を通して具体的に「調べ学習」を構想することにより、自校の図

書館教育で今後進めたい取組について、実践への意欲と展望をもつ。

※講座番号２１４と合同実施

518

受講対象
全教職員

定　員 40名

講座の
ねらい

　学校図書館の学習・情報センターとして
の機能を活用した、児童生徒が主体的に学
ぶ「調べ学習」について、構想力の向上を
図る。

No.

会　　場 京都府立図書館

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 10:30～17:008月21日（火）

左京区岡崎成勝寺町９



主権者意識をはぐくむ授業づくり講座

内　　容

　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官

　国立教育政策研究所　　　　　　　　　教育課程調査官　樋口　雅夫

　講義を通して、主権者に関する教育が求められている背景及び基本的

な考え方を理解する。

　よりよい社会の実現に向けて主体的に行動できる幼児児童生徒を育成

するための具体的な方策を学ぶ。

519

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　よりよい社会の実現に向けて、主体的に
行動できる幼児児童生徒を育成するための
教育活動について理解を深める。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 10:30～17:0011月30日（金）

キャリア教育講座－学校で学ぶことと社会との接続を考える－

内　　容

　文部科学省初等中等教育局児童生徒課　生徒指導調査官

　国立教育政策研究所　　　　　　　　　総括研究官　　　長田　　徹

　清川メッキ工業株式会社　　　　　　　専務取締役　　　清川　卓二

　キャリア教育の在り方や教科等の中でのキャリア教育の視点を生かし

た教育活動の展開を学ぶ。

　社会が求める資質・能力を学ぶとともに、社会と協働して企業が取り

組むキャリア教育を学ぶ。

520

受講対象
全教職員

定　員 70名

講座の
ねらい

　社会と協働して企業が取り組むキャリア
教育について学ぶとともに、学校における
キャリア教育の視点を生かした教育活動の
在り方について理解を深める。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 研修・支援部（075-612-2952）

開催日時 平成30年 13:00～17:0010月 9日（火）

教育相談＜初級＞講座（センター）【領域①②③】

内　　容

　京都産業大学　　　　　　　　　　　　　教授

　京都教育大学大学院連合教職実践研究科　教授　角田　豊

　教職員として身に付けたい教育相談の基礎を学ぶ。児童生徒の背景に

気付き、こころの成長について理解を深める。

※中・上級講座受講のためには、原則本講座を受講済であること（詳細

はP.５０「研修講座受講モデルプラン」を参照）。

521

受講対象
全教職員

定　員 100名

講座の
ねらい

　子どもを理解し、対応する力の基礎を学
び、教育相談の基本的力量の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 10:30～17:007月27日（金）



教育相談＜初級＞講座（北部）【領域①②③】

内　　容

　京都産業大学　　　　　　　　　　　　　教授

　京都教育大学大学院連合教職実践研究科　教授　角田　豊

　教職員として身に付けたい教育相談の基礎を学ぶ。児童生徒の背景に

気付き、こころの成長について理解を深める。

※中・上級講座受講のためには、原則本講座を受講済であること（詳細

はP.５０「研修講座受講モデルプラン」を参照）。

522

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　子どもを理解し、対応する力の基礎を学
び、教育相談の基本的力量の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 10:30～17:008月21日（火）

教育相談＜中級＞講座Ⅰ
－事例を通して深める子どもの理解－【領域①】（Web＋）

内　　容

　京都教育大学大学院連合教職実践研究科　教授　小松　貴弘

　アセスメント（見立て）のための視点について学び、事例を通して子

どものこころの理解を深める。

※受講条件の詳細はP.５０「研修講座受講モデルプラン」を参照

※Web講義を事前に視聴すること（視聴方法についてはP.３７「Ｗeb講

座について」を参照）。

523

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　いじめや不登校の防止と解決に必要な教
育相談の知識・技能を習得し、子どもを理
解し、対応する力の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 14:30〜17:00

※受講条件あり

11月 5日（月）

教育相談＜中級＞講座Ⅱ
－身体にあらわれる子どものこころ－【領域②】

内　　容

　ながうちこころのクリニック　院長   長内　清行

　学校でみられる子どもの身体症状について、こころとのつながりや学

校生活への影響について学ぶ。また、学校での適切な対応の在り方や医

療機関との連携における留意点等について理解する。

※受講条件の詳細はP.５０「研修講座受講モデルプラン」を参照

524

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　いじめや不登校の防止と解決に必要な教
育相談の知識・技能を習得し、子どもを理
解し、対応する力の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

※受講条件あり

10月18日（木）



教育相談＜上級＞講座Ⅰ
－ネット社会に生きる子どもたち－【領域①】

内　　容

　島根大学　教授　岩宮　恵子　　

　　　　　　　　　　　　　

　子どもたちを取り巻くネット社会において起こる様々な問題について

考える。また、事例を通して、ＳＮＳやゲーム等にはまる子どものここ

ろを理解し、そのかかわり方について学ぶ。　

※受講条件の詳細はP.５０「研修講座受講モデルプラン」を参照

525

受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　教育相談に必要な専門的知識・技能の向
上とともに、学校の教育相談機能を充実さ
せる中心的な役割を果たすために、子ども
の理解を深め、対応する力及びケースを
コーディネートする力の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

※受講条件あり

10月29日（月）

教育相談＜上級＞講座Ⅲ
－ストレスマネジメント教育－【領域③】

内　　容

　鹿児島大学　教授　松木　繁

　ストレスマネジメント教育を学校へ導入する意義を知り、方法と技法

及び実施上の留意点について学ぶ。また、演習を通して、ストレス対処

法を体験し、その活用方法について学ぶ。

※受講条件の詳細はP.５０「研修講座受講モデルプラン」を参照

526

受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　教育相談に必要な専門的知識・技能の向
上とともに、学校の教育相談機能を充実さ
せる中心的な役割を果たすために、子ども
の理解を深め、対応する力及びケースを
コーディネートする力の向上を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 13:00～17:00

※受講条件あり

11月 9日（金）

「今を生きる子どものこころ」講座
－いじめ・不登校をめぐって、今できること－

内　　容

　京都教育大学　教授　本間　友巳

　

　現代のいじめ、不登校として表れる子どものこころについて理解を深

める。そして、いじめや不登校に対して、教員ができること、スクール

カウンセラー等ができることなど協働する上での役割の在り方について

考える。

527

受講対象
全教職員

定　員 200名

講座の
ねらい

　いじめ、非行、不登校等の諸課題につい
て、子どもたちのこころの視点から見つめ
直し、より深い児童生徒理解を促進すると
ともに喫緊の教育課題に対する指導力向上
を図る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 13:00～17:008月 7日（火）



教職員のメンタルヘルス講座

内　　容

　京都橘大学　准教授　田中　芳幸

　メンタルヘルスについて心理学的な知識・技能を学び、自らのストレ

ス耐性を高める方法を習得するとともに、周りが気付く不調のサインや

周囲からのかかわり方など、職場で対応するためのポイントについて学

ぶ。また、ストレスへの実践的な対処法や予防法を体験的に学ぶ。

※事務職員指定講座は、講座番号９２２で申し込むこと。

528

受講対象
全教職員

定　員 100名

講座の
ねらい

　メンタルヘルスについての知識や心理学
的理解を深め、ストレスへの実践的な対処
法を体験的に学び、教職員のこころの健康
づくりに生かす。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 教育相談部（075-612-2959）

開催日時 平成30年 13:00～17:008月 9日（木）

特別支援教育「インクルーシブ教育システム」講座
－最新の動向・コーディネーターの役割－【養成講座Ⅰ】

内　　容

　兵庫教育大学　准教授　石橋　由紀子

　インクルーシブ教育システムの構築に向け、特別支援教育の基本的理

念や最新の動向をおさえ、合理的配慮の提供や児童生徒の教育的ニーズ

に応じた指導・支援を推進するコーディネーターの役割について学ぶ。

※特別支援教育コーディネーター養成講座の必修講座

※特別支援教育コーディネーター以外の受講も可能

529

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　インクルーシブ教育システムの構築に向
け、特別支援教育の基本的理念や最新の動
向をおさえ、特別支援教育コーディネー
ターの役割について理解する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:005月29日（火）

特別支援教育「知的障害のある児童生徒の授業づくり」講座－キャ
リア教育の視点でとらえる特別支援学級・特別支援学校の取組－

内　　容

　植草学園短期大学　教授　佐藤　愼二

　キャリア教育の視点を踏まえた、特別支援学級・特別支援学校の授業

づくりについて学ぶ。

※特別支援学級担任・特別支援学校担任推奨の講座であるが、通常の学

級の担任の受講も可能

※講座番号１７６と合同実施

530

受講対象
教諭（小・中・義・特支）

定　員 30名

講座の
ねらい

　知的障害のある児童生徒の実態に応じた
授業づくりの在り方について理解する。
　キャリア教育の視点から特別支援学級・
特別支援学校での授業の在り方について理
解する。

No.

会　　場 京都府立宇治支援学校

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:006月 7日（木）

宇治市広野町丸山１０



特別支援教育「校内支援体制の充実」講座
－個別の指導計画の作成と活用－【養成講座Ⅱ】

内　　容

　兵庫教育大学大学院　准教授　岡村　章司

　個別の指導計画の作成と活用の演習を通して、特別支援教育コーディ

ネーターに求められる役割や校内支援体制の構築について学ぶ。

※特別支援教育コーディネーター養成講座の必修講座

※特別支援教育コーディネーター以外の受講も可能

531

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　個別の指導計画の作成の方法について学
び、それを活用するために必要な校内支援
体制の構築の仕方について理解する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:006月15日（金）

特別支援教育「児童生徒の気になる行動、その理解と対応」講座

内　　容

　奈良教育大学　特任講師　式部　陽子

　発達障害の児童生徒の気になる行動の見方やその行動に対する具体

的対応について、講義・演習を通して学ぶ。

532

受講対象
全教職員

定　員 100名

講座の
ねらい

　発達障害のある児童生徒の気になる行動
の背景について学び、具体的対応について
理解する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:007月26日（木）

特別支援教育「ユニバーサルデザインの視点を踏まえた
授業づくり」講座－教科指導と学級経営－

内　　容

　上越教育大学教職大学院　教授　　赤坂　真二

　関西学院初等部　　　　　副校長　村田　辰明

　

　児童生徒の主体的な学びにつながるユニバーサルデザインの視点を踏

まえた教科指導や、全員が活躍できる学級経営について学ぶ。

533

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　通常の学級におけるユニバーサルデザイ
ンの視点からの教科指導や学級経営につい
て理解を深める。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:0011月26日（月）



特別支援教育「読み書きが困難な児童生徒への指導・支援」講座
－通常の学級と通級指導教室をつなぐ－

内　　容

　東京大学先端科学技術研究センター　准教授　近藤　武夫

　読み書きに困難のある児童生徒へのＩＣＴを活用した効果的な支援の

在り方について、通級指導教室等の具体的事例を通して学ぶ。

※通級指導教室担当者推奨の講座であるが、担当者以外の教職員の受講

も可能

534

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　読み書きに困難のある児童生徒への効果
的な指導・支援の実際について、実践事例
を通して学ぶとともに、通級指導教室での
指導を通常の学級につなぐ視点を探る。

No.

会　　場 京都府総合教育センター北部研修所

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:0012月 4日（火）

特別支援教育「心理検査を支援に生かす」講座
－新版Ｋ式発達検査2001の活用－

内　　容

　平安女学院大学短期大学部　教授　清水　里美

　新版Ｋ式発達検査2001を活用したアセスメントや事例演習を通し

て、子どもの発達のとらえ方や指導・支援に生かす方法を学ぶ。

※新版Ｋ式発達検査2001を実施又は結果の報告を受けたことのある者

を想定して実施

535

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　新版Ｋ式発達検査2001を活用した指導
・支援について考えるとともに、子どもの
発達のとらえ方について理解を深める。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:009月 7日（金）

特別支援教育「成人期を見通した高校支援」講座
－大学の支援現場から学ぶ－

内　　容

　京都大学　准教授　　　　村田　淳

　京都大学　学生総合支援センター障害学生支援ルーム

　　　　　　専門スタッフ　横山　弘和

　支援者と当事者の立場から、大学における障害のある学生への支援の

現状を学び、発達障害等のある児童生徒の成人期の自立と社会参加に向

けて、大切にしたい指導・支援について学ぶ。

※高等学校教員に推奨するが、他校種の受講も可能

536

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　発達障害等のある児童生徒の自立と社会
参加に向け、高等学校卒業までに付けてお
きたい力と必要な指導・支援について理解
する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:008月21日（火）



特別支援教育・京都教育大学サテライト「コーディネータースキル
アップⅠ」講座－特別支援教育の視点を生かした学級経営－

内　　容

　京都教育大学　教授　相澤　雅文

　障害のある児童生徒も含め、すべての児童生徒が安心して過ごすこと

ができる学級経営の在り方について学ぶ。

※京都教育大学教職キャリア高度化センター・特別支援教育臨床実践セ

ンターとの連携講座

※特別支援教育士［Ｓ.Ｅ.Ｎ.Ｓ］養成カリキュラムポイント及び資格更

新ポイントへの振替認定講座

537

受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　通常の学級における特別支援教育の視点
を生かした学級経営の在り方について理解
する。

No.

会　　場 キャンパスプラザ京都

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:009月 4日（火）

下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町９３９

特別支援教育・京都教育大学サテライト「コーディネータースキル
アップⅡ」講座－高等学校における通級による指導と自立活動－

内　　容

　京都教育大学　教授　佐藤　克敏

　高等学校における通級による指導や、自立活動の視点を踏まえた通級

による指導の在り方について学ぶ。

※京都教育大学教職キャリア高度化センター・特別支援教育臨床実践セ

ンターとの連携講座

※特別支援教育士［Ｓ.Ｅ.Ｎ.Ｓ］資格更新ポイント認定講座
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受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　高等学校における通級による指導や、自
立活動の視点を踏まえた通級による指導の
在り方について理解する。

No.

会　　場 キャンパスプラザ京都

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:0010月12日（金）

下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町９３９

特別支援教育・京都教育大学サテライト「コーディネータースキル
アップⅢ」講座－不器用さへの対応・学習への動機付け－

内　　容

　京都教育大学　准教授　牛山　道雄

　京都教育大学　准教授　伊藤　崇達

　特別な教育的ニーズのある児童生徒への具体的な支援について、「不

器用さ」と「学習への動機付け」の視点から学ぶ。

※京都教育大学教職キャリア高度化センター・特別支援教育臨床実践セ

ンターとの連携講座
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受講対象
全教職員

定　員 60名

講座の
ねらい

　不器用な児童生徒のアセスメントや支援
の在り方について理解する。
　発達障害等のある児童生徒の学習意欲を
高める方法について理解する。

No.

会　　場 キャンパスプラザ京都

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:0011月13日（火）

下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町９３９



特別支援教育・佛教大学サテライト「肢体不自由教育」講座

内　　容

　肢体不自由教育の基礎・基本について学ぶ。

※特別支援学校教諭免許状が取得可能な「佛教大学免許法認定通信教

育」（申請中）と連携して開講しています。特別支援学校教諭免許状取

得を希望される方は、佛教大学通信教育課程に問い合わせ、所定の手続

きを行ってください。

佛教大学通信教育課程（075-491-0239）

ホームページ　http://tsushin.bukkyo-u.ac.jp/
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受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　肢体不自由児の特性を理解し、それに応
じた指導・支援の在り方について理解す
る。

No.

会　　場 佛教大学　二条キャンパス

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:008月 7日（火）

中京区西ノ京東栂尾町７

特別支援教育・佛教大学サテライト「知的障害教育」講座

内　　容

　知的障害教育の基礎・基本について学ぶ。

※特別支援学校教諭免許状が取得可能な「佛教大学免許法認定通信教

育」（申請中）と連携して開講しています。特別支援学校教諭免許状取

得を希望される方は、佛教大学通信教育課程に問い合わせ、所定の手続

きを行ってください。

佛教大学通信教育課程（075-491-0239）

ホームページ　http://tsushin.bukkyo-u.ac.jp/
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受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　知的障害児の特性を理解し、それに応じ
た指導・支援の在り方について理解す
る。

No.

会　　場 佛教大学　二条キャンパス

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 10:30～17:008月 6日（月）

中京区西ノ京東栂尾町７

特別支援教育・京都府スーパーサポートセンター連携
「感覚や運動の特性への支援」講座（通級指導教室基礎Ⅰ）

内　　容

　京都大学大学院　准教授　加藤　寿宏

　行政関係者

　感覚や運動面で困難さのある児童生徒のとらえ方や、指導・支援の在

り方を学ぶ。

　通級指導教室の果たす役割について学ぶ。

542

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　感覚や運動面で困難さのある児童生徒の
教育的ニーズをふまえた指導・支援の在り
方について理解する。
　通級指導教室の役割について理解する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:005月18日（金）



特別支援教育・京都府スーパーサポートセンター連携
「二次障害の理解と支援」講座（通級指導教室基礎Ⅱ）

内　　容

　宮城教育大学　准教授　植木田　潤

　行政関係者

　学校不適応を経験している発達障害等のある児童生徒の生きにくさを

学ぶ。

　通級指導教室と通常の学級と連携した指導・支援の在り方を学ぶ。
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受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　発達障害等のある児童生徒の行動の問題
に対する適切な指導・支援の在り方を理解
する。
　通級指導教室と通常の学級の連携につい
て理解する。

No.

会　　場 京都府総合教育センター

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:0010月 9日（火）

特別支援教育・京都府スーパーサポートセンター連携
「通級指導教室における言語指導」講座（通級指導教室基礎Ⅲ）

内　　容

　近畿大学医学部附属病院リハビリテーション部

　　　　　　　　　　　　言語聴覚士　久保田　功

　行政関係者

　吃音についての基礎的な知識や、通常の学級や通級による指導で生か

せる言語指導の在り方について学ぶ。

　京都府における通級による指導の現状と課題をとらえる。

544

受講対象
全教職員

定　員 80名

講座の
ねらい

　通常の学級や通級による指導に生かせる
言語指導を理解し、基礎的な指導・支援の
在り方について理解する。
　京都府における通級による指導の現状と
課題について理解する。

No.

会　　場 クアスポくちたん

連 絡 先 特別支援教育部（075-612-2953）

開催日時 平成30年 13:00～17:0011月22日（木）

南丹市八木町西田金井畠９
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